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熊本県天草家畜保健衛生所 

牛アルボウイルス 
   (異常産関連ウイルス)について 

 家畜保健衛生所では、牛異常産の発生を予察するため、アルボウイルス
（ヌカカなどの吸血昆虫が媒介するウイルスの総称）抗体保有状況を調査し
ています。天草家保管内では、４戸１５頭の子牛について、６、８、９、11
月の計4回、延べ６０頭を、熊本県全体では、20戸、延べ約320頭について検
査を実施し、１月に最終的な結果が出ましたので、その成績をご紹介します。 
 
検査項目：牛流行熱、アカバネ病、チュウザン病、アイノウイルス感染症、  
 イバラキ病、ピートンウイルス感染症 
 
検査成績：熊本県全体では天草地域を含め、牛流行熱、チュウザン病、アイ 
 ノウイルス感染症、イバラキ病、ピートンウイルス感染症ウイルスの動き 
 は認められませんでした。しかし、県内での８月の検査でアカバネウイル 
 スの活発な動きが認められており、天草地域でもアカバネウイルスに対す 
 る抗体の上昇が８月以降に認められています。今後、異常産等に対する注 
 意が必要と考えられました。 
  なお、アカバネ病については島根県において昨年８月～９月にかけてア 
 カバネウイルスの生後感染による子牛の起立不能の発生が多数報告されて  
 います。引き続き母牛へのワクチン接種による予防に努めていただくよう 
 お願いいたします。  

採血に協力して頂いた農家の方、ありがとうございました。 
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欧州(ドイツ、オランダ、ベルギー)で発生 
している反芻動物に対する新疾病について 

 冒頭でアルボウイルス抗体検査成績について紹介しましたが、2011下半期

から、ドイツ、オランダ、ベルギーの農場で、牛に下痢、高熱、乳量低下、

羊に産子異常などの症状を示す新たな疾病の疑い例が報告されました。 

 原因とされるウイルスは、アカバネウイルスやアイノウイルスなどに近縁

のブニヤウイルス科オルソブニヤウイルス属に属し、暫定的に「シュマレン

ベルクウイルス」と命名されています。感染は、昆虫媒介によって伝播され

るものであろうと考えられています。 

アジア諸国における悪性伝染病発生情報 

低病原性 

鳥インフルエンザ 

台湾（彰化県） 採卵鶏 H5N2 

口蹄疫 台湾（澎湖県） 豚 O型 

オーストラリア 

（ビクトリア州） 
家きん 

H5                

(N亜型判定中) 

高病原性 

鳥インフルエンザ 
香港 野鳥 H5N1 

病名 発生地 畜種 型 

（2012年1月発生報告） 

 国内ではこれまで、シュマレンベルクウイ

ルスによる疾病の発生は報告されていません

が、今後も発生の動向に注意が必要です。 

【発生状況】 

ドイツ  ２０農場（牛６件、羊１４件） 

オランダ ５２農場（羊５１件、山羊１件） 

ベルギー １４農場（羊のみ） 



抗生物質･駆虫薬は使用基準を守り、 
         正しく使いましょう。 

抗生剤、寄生虫駆除剤などの飼料添加剤は、使い方、使用
量、使用禁止期間などの使用基準を守って使用しなければ
いけません。  
使用基準を守らないと・・・ 
 出荷した乳・肉・卵・蜂蜜に医薬品が残留基準値を超え
て残留した場合、回収や廃棄の対象となります。 
 

使用禁止期間や投与方法を守らなかった事例 
・出荷前の豚に抗生剤の入った飼料を誤って投与したため、  
 豚肉２ｔを回収した（損害は農家が負担）。 
・抗生剤を用法どおり使用しなかった（専用飼料に添加せ 
 ず使用した）ため、蜂蜜に残留し、蜂蜜３ｔを回収した
（損害は農家が負担） 。 

出荷可能 

動物体内
の濃度 

残留基準値 

残留量 

投与後
の日数 

投与日 

使用基準を守って使用すれば、食べても問題のない畜産物
が出荷できます。 

使用禁止期間 



動物用医薬品 
 ○○○○○ 

＜表示例＞ 
動物用医薬品 ○○○○○（商品名） 

効能・効果 
 豚： 豚回虫の駆除 
 

用法・用量 
飼料１t当たり○gを均一に混
合し、○日間経口投与する。 
 
注意－使用基準の定めるところにより使用
すること 

使用基準は、囲み枠に記載 
(裏面に記載の場合もあり) 

注意：本剤は薬事法第８３条の４の規定に基づき上記の用法及び用量を含め
て使用者が遵守すべき基準が定められた医薬品ですので、使用対象動物
（豚）について上記の用法及び用量並びに次の使用禁止期間を遵守してくだ
さい。 

 豚：食用に供するためにと殺する前○日間 

対象動物 使用禁止期間 

医薬品を使用したら、使用記録を付けて保管しましょう。 

①使用年月日、②使用場所、③対象動物、④薬品名、⑤用法・用

量、⑥出荷可能日 

医薬品の使用に問題がないことの証拠になります。獣医師の発行し

た動物用医薬品指示書や出荷制限期間指示書がある場合は、使用記録と一

緒に保管しましょう。 

使用基準の確認と使用の記録 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 
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